
議
案
第
十
八
号 

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
二
号
） 

（
提
案
理
由
）　
歳
入
歳
出
予
算
、

債
務
負
担
行
為
及
び
地
方
債
の

補
正
で
あ
り
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
五

億
四
〇
四
六
万
六
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
四
三
三
億
三
〇
七
五

万
二
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
。 

■
委
員
　
派
遣
職
員
の
給
与
費

納
入
金
の
内
容
は
。 

□
当
局
　
千
葉
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
組
織
さ
れ
、

五
月
一
日
に
職
員
一
人
を
派
遣

し
て
い
る
。
協
定
に
よ
り
職
員

給
与
に
つ
い
て
は
、
市
が
立
て

か
え
で
支
給
し
、
年
度
末
に
派

遣
先
か
ら
納
入
さ
れ
る
た
め
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。 

■
委
員
　
就
労
意
欲
促
進
事
業

助
成
金
と
障
害
児
等
療
育
支
援

事
業
補
助
金
の
内
容
は
。 

□
当
局
　
就
労
意
欲
促
進
事
業

助
成
金
は
、
施
設
で
の
自
己
負

担
額
を
計
算
す
る
際
に
施
設
で

働
い
て
得
た
工
賃
を
収
入
と
し

て
計
算
に
入
れ
て
い
た
が
、
二

万
四
千
円
は
手
元
に
残
す
た
め

に
従
来
の
自
己
負
担
額
と
の
差

額
を
償
還
払
い
す
る
た
め
の
助

成
金
。
障
害
児
等
療
育
支
援
事

業
補
助
金
は
、
障
害
児
を
育
て

た
先
輩
と
の
交
流
及
び
障
害
の

早
期
発
見
の
た
め
、
遊
具
と
療

育
機
器
購
入
の
補
助
金
で
あ
る
。 

■
委
員
　
北
部
小
学
校
が
二
学

級
ふ
え
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別

教
室
を
普
通
教
室
に
改
修
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま
だ
学
級

数
が
ふ
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
る
に

し
て
も
学
校
用
地
全
体
が
狭
い

し
、
毎
年
学
級
数
が
ふ
え
て
児

童
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
き

に
校
庭
が
狭
い
と
い
う
問
題
も

出
て
く
る
と
思
う
が
、
今
後
の

見
通
し
は
。 

□
当
局
　
児
童
数
の
ピ
ー
ク
は

平
成
二
十
五
年
度
を
見
込
ん
で

い
る
。
今
年
度
は
、
プ
レ
ハ
ブ

の
設
計
を
行
い
、
来
年
度
に
一

棟
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
後
の
増
加
に
対
し
て
は
、

も
う
一
棟
建
設
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
校
庭
の
広
さ

は
、
現
在
の
児
童
数
二
二
六
人

に
対
し
て
の
設
置
基
準
は
二
四

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

現
在
は
五
二
七
四
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
レ
ハ
ブ

一
、
二
棟
の
建
設
は
設
置
基
準

か
ら
す
れ
ば
問
題
は
な
い
。 

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決 

議
案
第
五
号 

農
産
物
直
売
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

（
提
案
理
由
）　
農
業
の
振
興
及

び
障
害
者
の
自
立
支
援
を
図
る

た
め
、
農
産
物
直
売
所
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

■
委
員
　
設
置
場
所
の
候
補
地

は
何
カ
所
か
あ
っ
た
が
、
こ
の

場
所
に
決
め
た
理
由
は
。 

□
当
局
　
隣
接
の
施
設
で
は
園

芸
福
祉
で
野
菜
づ
く
り
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
出
荷
場
所
や

雇
用
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

こ
と
か
ら
決
定
し
た
。 

■
委
員
　
一
般
客
用
に
確
保
す

る
駐
車
台
数
は
何
台
か
。 

□
当
局
　
二
十
五
台
を
予
定
し

て
い
る
。 

■
委
員
　
直
売
所
の
開
所
時
間

と
休
所
日
は
。ま
た
、誰
で
も
野

菜
等
の
持
ち
込
み
が
で
き
る

の
か
、持
ち
込
み
の
基
準
は
。 

□
当
局
　
直
売
所
の
開
所
時

間
は
、
午
前
九
時
半
か
ら
午

後
六
時
半
ま
で
、
休
所
日
は

十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月

五
日
の
六
日
間
と
な
る
。
直

売
所
へ
の
持
ち
込
み
は
、
組

合
員
に
な
ら
な
い
と
で
き
な

い
。持
ち
込
み
の
基
準
は
、葉

物
な
ど
は
朝
取
り
の
新
鮮
な

野
菜
を
入
れ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
る
が
、具
体
的
な
農
産
物

は
こ
れ
か
ら
決
め
る
こ
と
に
な

る
。 

■
委
員
　
特
別
な
理
由
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
使
用
料
を
減

免
す
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

考
え
は
。 

□
当
局
　
市
が
主
催
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
と
き
に
は
無
料
に

す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。 

■
委
員
　
組
合
に
入
る
条
件
や

組
合
費
は
。 

□
当
局
　
特
に
厳
し
い
条
件
は

な
い
が
、
み
ず
か
ら
つ
く
っ
た

も
の
の
販
売
が
条
件
と
な
る
。

組
合
費
は
、
五
年
程
度
経
過
後

に
返
還
す
る
入
会
金
が
、
市
内

の
方
が
一
万
円
、
市
外
の
方
が

二
万
円
、
年
会
費
が
五
千
円
と

な
る
。 

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決 

児童数の増で北部小学校教室等を整備 

船形地先に農産物直売所を設置 

農産物直売所予定地（写真手前） 
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特別養護老人ホーム鶴寿園 

現地視察（清水公園駅前線） 

議
案
第
七
号 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

廃
止 

議
案
第
八
号 

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

議
案
第
十
三
号 

財
産
の
無
償
譲
渡 

（
提
案
理
由
）　
議
案
第
七
号
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴
寿
園

を
譲
渡
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

議
案
第
八
号
は
、
鶴
寿
園
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
譲

渡
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の

規
定
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も

の
。 

議
案
第
十
三
号
は
、
市
の
財
政

負
担
を
伴
わ
ず
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
個
室
、ユ
ニ
ッ
ト

化
等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し

た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴

寿
園
及
び
鶴
寿
園
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
用
に

供
す
る
建
物
に
つ
い
て
、特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴
寿
園

の
建
て
か
え
を
条
件
に
譲
渡

し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

■
委
員
　
建
設
補
助
金
は

ど
う
な
る
の
か
。 

□
答
弁
　
補
助
金
を
受
け
て
建

設
し
た
建
物
を
用
途
変
更
や
譲

渡
し
た
場
合
は
、
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
、
残
存
価

格
に
近
い
形
で
返
還
す
る
義
務

が
生
じ
る
。
た
だ
し
、
社
会
福

祉
法
人
に
無
償
で
譲
渡
す
れ
ば
、

返
還
の
義
務
は
な
く
な
る
。 

■
委
員
　
指
定
管
理
者
制
度
導

入
等
で
民
間
委
託
の
施
設
が
ふ

え
て
い
る
。
今
回
の
よ
う
に
建

物
が
老
朽
化
し
業
者
か
ら
建
て

か
え
を
し
た
い
と
い
う
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
は
建
て
か
え
の

条
件
つ
き
で
譲
渡
す
る
の
か
。 

□
答
弁
　
鶴
寿
園
以
外
の
施
設

で
、
検
討
を
し
て
い
る
施
設
は

な
い
が
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
そ

の
時
点
で
検
討
す
る
。 

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決 

議
案
第
二
十
四
号
及
び
議

案
第
二
十
五
号 

道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止 

（
提
案
理
由
）　
路
線
整
理
の
た

め
市
道
路
線
を
認
定
及
び
廃
止

し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

■
委
員
　
清
水
公
園
駅
前
線
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
付
近

で
は
車
の
流
れ
が
複
雑
に
な
る

こ
と
に
よ
り
安
全
対
策
に
不
安

を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
安
全
対

策
を
と
ら
れ
る
の
か
。 

□
当
局
　
交
通
安
全
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
決
定
を
変
更
す

る
際
と
設
計
が
で
き
た
際
に
警

察
と
協
議
し
て
お
り
、
道
路
標

識
や
道
路
標
示
に
よ
り
必
要
な

安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま

た
、
開
通
す
る
際
に
も
再
度
協

議
し
安
全
対
策
に
十
分
配
慮
し

て
い
き
た
い
。 

■
委
員
　
ト
ン
ネ
ル
の
駅
側

の
出
口
に
信
号
機
は
つ
か
な

い
の
か
と
い
う
話
も
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。 

□
当
局
　
ト
ン
ネ
ル
出
口
の

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、

警
察
と
の
協
議
の
際
に
検
討

が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
道
路

標
示
や
道
路
標
識
に
よ
り
交

通
の
安
全
を
図
れ
る
と
い
う

形
で
警
察
と
の
協
議
が
調
っ
て

い
る
。 

■
委
員
　
市
道
廃
止
の
参
考
資

料
を
見
る
と
、
道
路
幅
員
の
最

大
及
び
最
小
が
と
も
に
ゼ
ロ
と

い
う
と
こ
ろ
が
数
多
く
出
て
い

る
。
公
図
上
は
道
路
は
残
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
実
際
の
開
発

行
為
の
中
で
、
今
は
道
路
が
な

い
と
い
う
意
味
で
書
か
れ
て
い

る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
よ
い

の
か
。 

□
当
局
　
昭
和
六
十
二
年
当
時
、

道
路
台
帳
を
整
備
し
た
と
き
に
、

公
図
上
道
路
は
あ
る
が
、
現
道

が
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は

区
域
決
定
が
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
道
路
幅
員
の
最
大
及
び
最

小
が
と
も
に
ゼ
ロ
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。 

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決 

特養老人ホーム鶴寿園を無償譲渡 

路線整理のため市道を認定・廃止 
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